
【組織等の概要】

⚫ JAながぬま青果集出荷施設（令和３年から稼働）
⚫ 所在地：北海道夕張郡長沼町東３線北２
⚫ 輸出品目：ブロッコリー（生食用）

【輸出取組の経緯】

【輸出の実績】 

生食用ブロッコリーの国内自給率は上がってき
ており、７月は特に生産量が増加している。北海道
で１番収穫量が多い時期のため販売単価は低下す
る。

このため、国内販売のほかに、国産品の供給過剰
期の販売価格の確保と農業所得の向上のために、
輸出に取り組むこととした。

輸出促進

長沼町産のブロッコリーを世界へ輸出し生産者の所得向上へ！
ＪＡながぬま青果集出荷施設（長沼町）

平成30年度：シンガポールへ初めて
輸出
令和４年度：台湾への輸出を開始

令和５年度：海上輸送での大ロットの
輸出に成功

令和６年度：継続して輸出に取組み、
輸出数量を増加させている

【今後の展望】

生産者の所得向
上を第一に考え、
国内外の動向に
注視しながら取り
進めていきたい。

【大型製氷機でフレーク氷を製氷】

【取り組む際の課題と対応方法】

ブロッコリーに１匹でも虫が混入すると出荷停止と
なり、輸出ができなくなる。

⇒農家からＪＡに出荷する際は全ての葉の摘み取り
を行い、ＪＡ職員によるチェック等、細心の注意を
払っている。

令和７年６月作成
北海道農政事務所札幌地域拠点

年度 輸出数量
（発泡スチロール数）

令和４年度 ９８６ケース

令和５年度 ９８６ケース

令和６年度 2,066ケース

令和７年度以降（目標） 3,000～5,000ケース

粒状の氷よりもブ
ロッコリーの隙間
に入りこむため、
長く鮮度を保つこ
とが可能！

【収穫した当日に集荷場へ】 【予冷庫で１日冷やす】

【フレーク氷を発泡スチロールに詰める】 【蓋を閉めて出荷！】
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